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近年、社会の変動と共に、人口の都市集中に一層拍車がかかり、囲内の全人口の70%が都市
に住み、人口の過密化が進む中で種々の社会問題を呈している。
また、一方で、は、地方において離農者の増加など人口の都市流失による過疎化が進み、人口
減少により地域産業の衰退などの構造的変化など、 ここにもまた大きな問題が投げかけられて
いる。
このような社会変化が、コミ ュニティに関する多くの問題を与えている現状に鑑み、未来あ
る若い学生たちはコミュニティをどう捉え、その中でどう生きようとしているのいかを探ると
ともに、これからのコミュニティ形成をどう進めるべきかについての方向を、具体的、 実践的
に探るものである。研究のその Iとして、今回は「町内会」を中心に考察する。
I はじめに
本年2月に 「酒に溺れて生活力を失い、別居生活を余儀なくされている54歳の男に対し、彼
の息子2人が、朝からまた酒を飲んで、いた男を絞め殺した」（北海道新聞2002年2月15日付）と
いう記事が報道された。
妻にも愛想、をつかれた男に対し、息子2人は何とか父親を立ち直らせようとしたが、 力尽き
て、 ついに犯行に及んだということであった。
なぜ、こうなる前に、何とかならなかったのだろっか・・・ と、誠に悲しい結果に呆然自失
という感情を多くの読者は感じられたことであろう。
以前はこう した家庭内の問題であっても、近隣や社会の人々が力を合わせて、 その家族を支
えてきたはずである。 例えば近隣の地域リーダーや家主、町内会長などといった人々がそうい
う男に意見をし、妻にも家庭に戻るよう にといった「こと」 を納める人がいたのであった。 ま
た子供たちに対しでも近隣の人々から励ましの言葉もあったろうと想像される。しかし、今日
の弱体化したコ ミュニテイでは、 自分に係わるこ とでなければ傍観者や無関心といった人々
に、 そういう期待すら無理な状態になってしまったのである。子供たちを支えるものが何も無
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かったという現状である。
このよ うに近年の地域社会では、若い親たちによる 「幼児虐待jが報じられ、少年の非行化
が日常化しており、発見までに時間がかかっている独居老人の 「孤独死」等がある。これらの
悲劇はコミュニティがしっかりしていれば、当然防ぐことができる問題ではないのか・
弱体化したコミュニティ最小単位としての町内会をたてなおすことが、今日、最も急を要する
社会問題である。
1I コミュニティ問題の社会的背景
今日のようなコミュニティ問題が起こるまでの経緯、特に社会的な背景がどう変遷してきた
かについて考察したい。
1 時代的変遷
江戸時代は 「入鉄砲出女」という固いご禁制があり、関所を設けて取り締まりがきびしく、
人々は自由に往来することは出来なかった。また「お上」のお達しから、農民が勝手に職業を
変えたり、住居を移動することは許されていなかった。
したがって、村は庄屋を中心に長い伝統を守り、古いしきたりや慣行によって生活が営まれ
ていたために、村落を中心とした地域社会は、安定した関係を保つことが出来ていた。
しかし、明治時代になって、それらのご禁制が解かれ、人々の住居移住は自由となった。ま
た、その後の富国強兵策によって、どんどんと工場が建設され、その労働力と して農村からた
くさんの人が集められた。
2 伝統的な農村社会から都会的社会への移行
日本は基本的には農村社会であり、明治初期には総人口のう ち、都市人口は10%に満たなか
った。しかし、産業の発達にともない、大量の工業労働力が必要になり、人口の都市集中が急
速に進んだのであった。そして、1920年（大正9年）の都市人口は32%、1940年 （昭和15年）
には38%に達していた。
また、 1950年（昭和25年）朝鮮戦争をきっかけに、高度成長経済が始まり、それから10年間
にわたって東京・大阪など6大都市へ人口移動が続き、1960年（昭和35年）には総人口の50%
が、都市人口となったのであった。
写真1 新興住宅地（元は桑畑であった。）
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更に、その後の人口移動は続き、大都市圏への移動と、大都市圏郊外にも広大な新市街地が
生まれ、小都市や農村を巻き込んで大都市人口を収容する住宅地が形成されて行った。
m コミュニティ問題の発生
大都市の新しい団地が建設されていく中で、昔から住んで、いる人々と、新しく出来た団地に
住む人々の聞に、旧住民と新住民との対立が生まれる所も出てきた。
大都市近郊の新市街地では、都心部に通勤する人々を多く生み出して、通勤地獄と称されて
いる車の渋滞、電車でのラッ シュ等、交通混雑を引き起こしている。
朝早く出勤し夜遅く帰宅するホワイトカラーの生活から、特に男性は 「居住する地域にはほ
とんど関心を持たない人々」が出来てしまった。この地域に関心を持たない人々が多く存在す
ることが、コミュニティ問題の発生した最大の原因である。
そして、自家用車等の普及で一般の家庭でも車を持つことができる時代となり、テレビや電
話の普及での情報の多元化やあらゆる分野での拡大が、地域でのつながりを一層薄いものにし
てしまった。
また、生活の多様化によって、かつて近隣が協力して行っていた冠婚葬祭についても、婚礼
・葬儀といったこ とまでも専門の業者が行い、行政水準の向上により、これと連動していた町
内会や自治会が弱体化を招いている。したがって、近隣のつながりは次第に薄れコミュニティ
づくりが難しくなってきているのである。
更に、農村のほとんどが農家であった時代から、兼業農家や非農家の出現から、農作業が住
民全体の課題ではなくなってきており、それが近郊農村の地域社会のつながりを弱めているこ
とが指摘されるのである。
このように、地域社会の大きな変革がコミ ュニティ問題を発生させているのである。
N コミュニティの定義
コミュニテイ（Community）とは、その意味するところから、なかなか日本語にするには難
しさがある。
例えば「スポーッ」「サッカーj「プレイ」或いは「ピアノJ「トランペット」「プログラム」 等の
ように、いちいち日本語に翻訳しなくても通ずる言葉、むしろ日本語に訳さない方が意味が通
じやすい言葉である。「コミュニティ」もそういう言葉のひとつである。
それは、われわれが日常会話の中で使っている「コミュニテイ・センターjをはじめ、教育
の分野では「コミ ュニテイ ・スクー ル」「コミュニテイ・ カレッジ」社会福祉では 「コミ ュニテ
イ・オー ガニゼーション」「コミュニテイ・ケア」、日常生活では「コミュニテイ・ペーパー」
「コミュニテイ・マップ」「コミュニテイ・マート」等コミュニティ という言葉は各分野で使用
されている。また、都市計画の中でも「コミュニティ」を十分考えた町づくりが進められてい
る。
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マッキーパー（R.M. Maciver 1882～1970) 
アメリ カの社会学者マッキーパーは1917年にその著書「コミュニティ」の中では、「コミ ュニ
ティとは、一定の地域社会に住み、生活のいろいろな場面で、自由に接触が行われ、そのこと
によって自ら他の地域とは区別されるような、 〔社会的特徴〕〔共同体的感情〕を共同生活によ
って創造する開放的な生活集団である。」と、述べている。（注1) 
2 （財北海道新生活運動協会
財団法人北海道新生活運動協会コミ ュニティ研究委員会では、 マツキーパーの定義をベース
にして「コミュニティとは、一定の地域において住民相互の接触によって新しい連帯組織を生
み、住民生活にとっての共通問題を解決し得る自主性と自治能力を持った住民を主体と した解
放的な生活集団である。」定義した。（注2)
これらのことから、コミュニティがあらわすキーワー ドは「地域性j「共同意識j「連帯性」「自
治意識」「独立性」「解放性」などがあげられるのであり、コミュニティを「地域社会jと表され
るが、これらの意味を十分含めた内容であることをおさえとしたい。
v f町内会」に対する学生の意識と意見
コミ ュニティの広がりの一つの単位として、 小学校区の大きさと考えるならば、 更にその単
位を細分化したものとして「町内会」が考えられる。
コミュニティの最小の単位としての、町内会について、本学生涯学習システム学部の学生
188名に対して意識調査を行った。その結果を考察したい。
1 町内会の認識について
① 町内会について聞いたことがあるか・ ・・・ ある（96.8%) 
② ・・ ・ない（3.2%)
町内会について、親がその役員であったり、 近隣との関わりや、町内会行事を通じての町内
会の認識はほとんとぞの学生が持っており、 親の町内会への参加態度が大きく影響しているのが
わかった。
このよう に、ほとんどの学生は町内会を認識しているが、少数の無関心層があった。都会の
マンション育ちの彼等には、町内会についての関わりが無いままに育って来ているのではない
かと思われる。
2 町内会行事の思い出
学生が、 今日までの地域社会での関わりで、 子供会等を通じて種々の町内会行事に参加して
きているので、その最も記憶に残っているものについての調査を行った。
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という結果は次のとおり「町内会行事の思い出の多いものをあげてください。」（複数回答）
であった。
( 1 ）祭り
これは町内会であった。町内会行事の中で、最も多く上げられているのが「祭りJ(82.5%)
が地域の祭りの中で、最も大きな役割を占めており、子供たちも各町内がこぞって子供御輿を
かついだり、家族そろって縁日を訪れたり、子供の出番がたくさんある楽しい地域行事であっ
したがって、自由な形の中で社会参加できた思い出は、彼等に町内会の存
在を最も印象づけたものであったろうと思われる。
( 2）地域清掃
たろうと思われる。
の参加が上げられている。各町内会が中心となって、春・秋2度次に、地域清掃（69.7%) 
にわたって行う季節の定期清掃をはじめ、地域で何か月に l度、町内の住民がそろって地域を
きれいにする活動を行っている。そのときに、参加したことが地域に所属する住民であること
が認識されたものと思う。また「きれいになった町内を見て、充実感を得ですがすがしい気持
になった」という声もあった。
( 3）七夕と花火
であった。七夕につきものの花火の思い出も多これはともに同数（37.8%)七夕も花火も、
くあ り、それが町内会ごとに行われていて、町内に所属した、その所属感が子供達の心の中に
大きく残っているようである。
町内会行事参加の恩い出表1
% 
100 
82.5 
69.7 
80 
37.8 37.8 
60 
40 
20 
??????????????
花
火
???????????。
ラジオ体操
夏休みに日常生活が、規則正しく、健康であるよう願いをこめて、毎朝、町内会が子供会と
( 4) 
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一緒になってラジオ体操が行われてきているが、これも町内会子供会が中心となって行われる
ものである。 「6年生になったら、参加した下級生に印を押すことができて、嬉しかったJと
社会参加の意義を認めている。
( 5 ）町内運動会
町内会の行事に町内運動会がある。各町内会から選手が選ばれたり、応援に行って知人や友
人を激励するなどを行い、町内会の意識が高まったものと思われる。特に選手に選ばれた者
は、それぞれの町内の期待を背負って健闘し、町内の人たちから誉められたり、励まされたり
しながら、成長しているのであろう。
( 6）盆踊り
お盆に、町内会が主催して行われる、最大のイベント「子供盆踊り」を、親戚の子供たちと
一緒に踊った思い出や、数々の交流など、「盆おどり」の思い出の中に、自分がこの町内会に所
属しているという、所属感と一緒に心の中に残っていたのであろうと思われる。
( 7)クリスマス
町内会子供会主催のクリスマスお楽しみ会と して、ゲームやプレゼント交換等、子供達の親
睦や交流が図られており、 宗教とは一味ちがう日本独特の行事である。子供達は靴下に願い事
を書いてツリ ーを下げ、サンタクロースの来るのを楽しみにする夢のある行事である。しか
し、家庭が中心の行事として行われるので、町内会 （子供会）行事と しては、各町の取りあげ
方に差があるようである。
( 8 ）その他
その他の事業 （各事業が5%以下）のものとして、 次のようなものが上げられる。
赤い羽根運動、敬老会、廃品回収、餅っき、焼肉パ テーィ、花見、旅行、かるた、雪祭り、
キャンプ、節分、交通安全、登山、ソフトボール、カラオケ大会等々上げられている。
このような活動を通して、地域の中での自分を認識し、また、郷土意識も高められていくの
である。 町内会の認識は、そうした行事や、日常の生活の中から意識化されていくのであろ
つ。
3 町内会存在の理由について
今日、「町内会Jの形骸化が叫ばれ、弱体化が進んでいるが、実際に町内会の存在理由につい
てしらべた。
( 1 ）町内で協力することが大切
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全体の51.8%、お互いに、 町内でのお互いの連携・ 協力が最も大切という ことが表されてい
る。やはり、近隣が互いに支えあって行く事の大切さを理解しているよ うである。
また、孤立することが、いかに大変なことであるかを、多くの事例が語っている。
( 2）連絡通知をし合う
連絡・通知する（18.5%）については、回覧版に代表されるように・ 近隣はお互いに共通課
題について、特に共通理解が必要であり、知らせあうことの必要性を感じているようである。
これは、今日も実際には行われており、既存事実として理解している。
( 3 ）防犯上のために
近隣で防犯上の協力は欠かせないものである。
これを（15.9%）が、欠かせないものとして、近
隣の助け合いを指摘しているものである。
( 4）その他の意見 (13.8%）が、近隣のふれあ
い、近隣の連携、仲良くという親睦やつながりと
いった、交流 ・連帯感、活性化、結束力などをあ
けyている。
( 5 ）町内会に関する意見
表2 町内会の必要性について
町内会をどうとらえているか、 学生の幾つかの意見をあげてみることとする。
意見l
なくてはならない人のつながり
健康プランニング学科秋野友紀子
町内会が存在することによって、個人では出来ないことも集団だからこそできることが
あるように思います。家の前の私有地を、除雪をするにも市に頼れず、周辺の家の方々に
協力してもらいました。それも町内会があり、皆で相談が出来たからであり、町内会の
方々のお手伝いで、助けてもらった覚えがあります。これからも、町内会はなくてはなら
ない人のつながりが持てる場として必要であると思います。
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意見2
人の関係が薄れていくようで淋しい
健康プランニング学科足立友平
子供のころは、いろいろなイベン トに参加していましたが、最近は町内会自体も活発で、
はなく、回覧版もなかなか回ってきません。何だか人間関係が薄れていくようで淋しく思
います。
自分が住んでいる地域を大切にしようという心が、だんだん無く なってきているのでは
ないでしょうか。
学校、 家庭、地域がよ りよい町を作っていく ことが、子供の成長にも大きく関わると思
います。
意見3
今後の社会にも大きな影響を
健康プランニング学科神馬さやか
町内会は絶対になくならないで欲しいと思う。町内会でふれあいの機会をもっと必ず友
達が増える し、やっぱり楽しいことがあり、 幸せな気持になります。
また、近くの人の顔を知っておくと、防犯のためにもなり、悪いことはありません。
私の郷里にいた頃は、町内会がひんぱんに聞かれており、子供から大人まで仲の良い町
でした。
そのような町内会が無くなってしまえば、今後の社会に大きな影響が出てくることと思
います。
意見4
「雪あかり」 の思い出
芸術メディア学科 今井志歩
私の父が、町内会の総務をしていて、町田町内会長さんなどと、連絡を し合いながら、
防犯上のために町内を回ったり、 休日にはゴミ拾いをみんなでやったり、花を植えて、き
れいにしていて、すごく良かったと思った。
冬には、各家のまわりに手作りのキャンドルを作り、雪の上に立てて （雪あかり） で、
町内全部がろうそくの火で埋め尽くされていて、すごく きれいでした。
「町内が協力する」ことによって、そんな風に町が良くなっていく ですから、町内会が
もっといろんな地域で、大切にされていいと思います。
意見5
高齢化社会への対応
芸術メディア学科伊藤絵美
私の郷里は、留萌にあります。
留萌は、 人口が減少し、町内会の人々も皆さん知り合いのよ うです。
若い人（若い夫婦）はあまり協力的ではないよ うですが 「ゴミ出しなどはちゃんとして
いる」と祖母のいっているのを耳にしました。
これからは、高齢化社会が益々広がっていきます。お年寄りには住みにくい世の中にな
っていきそうですが、そういう時にこそ、しっかり地域で弱い人を支えるべきであると思
います。
それが、子供に伝えられて、どんどん若い人に受け継がれていくべき 「文化」であると
考えております。
写真2 花一杯の歩道（町内会で植える。）
百おわりに
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今日、社会の変動にともない、地域への関心や、近隣でのつながりが一層薄れてきている中
で、学生がどのように、地域への関わりが感じられるかを、改めて捉えなおしてみた。
今日の、 個々を中心とした社会にあっても、彼等はやはり人とのつながりの大切さを強く感
じており、それを求めていることが解った。
このように、学生時代からコミュニテイに関心を持つことによって、杜会人となってからは
コミュニティを意識し、 更に高めるための大きな原動力になることと思う。そして、新しい時
代に合ったコミュニティづくりを期待するものである。
90 村井： 学生が理想、とする地域社会について (I)
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